
第
二
節

動

物

一

動
物
の
概
況

勝
山
町
で
は
こ
れ
ま
で
に
動
物
の
本
格
的
な
調
査
は
行
わ
れ
た
こ
と
が

な
い
。
こ
こ
で
は
町
史
編
纂
の
た
め
の
三
年
間
の
調
査
と
住
民
の
聞
き
と

り
調
査
及
び
周
辺
地
域
の
調
査
報
告
書
な
ど
に
基
づ
い
て
ま
と
め
た
が
、

ま
だ
不
十
分
な
点
が
多
々
あ
り
、
今
後
の
本
格
的
な
調
査
に
待
ち
た
い
。

こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
勝
山
町
に
は
大
規
模
な
山
地
は
存
在
し
な

い
。
山
は
標
高
が
低
い
う
え
に
傾
斜
が
急
で
保
水
力
に
乏
し
く
、
し
か
も

自
然
林
も
広
く
な
い
の
で
諸
動
物
の
生
息
環
境
と
し
て
は
優
れ
て
い
る
と

は
い
い
難
い
。
動
物
は
特
定
の
部
分
に
定
着
し
て
生
息
し
て
い
る
も
の
も

な
い
で
は
な
い
が
、
哺
乳
類
、
鳥
類
、
昆
虫
類
な
ど
そ
の
多
く
は
移
動
す

る
も
の
で
あ
り
、
特
別
な
環
境
を
選
ぶ
も
の
で
な
い
限
り
、
周
辺
の
市
町

村
の
動
物
相
と
大
き
な
違
い
は
認
め
ら
れ
な
い
。

水
生
動
物
に
と
っ
て
は
、
山
間
部
か
ら
山
麓
部
に
か
け
て
た
く
さ
ん
の

溜
池
が
あ
る
が
、
そ
の
多
く
が
改
修
さ
れ
て
お
り
、
魚
類
は
別
と
し
て
、

ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
や
水
生
昆
虫
な
ど
の
幼
生
の
成
育
に
適
し
た
ヨ
シ
や
マ

コ
モ
な
ど
の
茂
る
水
深
の
浅
い
部
分
が
ご
く
少
な
い
。
河
川
も
ほ
と
ん
ど

の
部
分
で
改
修
さ
れ
、
側
壁
は
ブ
ロ
ッ
ク
、
堰
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
川

の
中
の
大
き
な
石
は
取
り
除
か
れ
、
従
来
の
山
川
の
姿
は
ど
こ
に
も
な

く
、
多
く
の
魚
類
や
甲
殻
類
な
ど
の
す
み
か
を
奪
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
町
内
か
ら
絶
滅
し
た
り
、
減
少
し
た
動
物
が
多
々
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

二

脊
椎
動
物

１

哺
乳
類

昔
か
ら
生
息
し
て
い
た
大
形
の
哺
乳
類
と
し
て
イ
ノ
シ
シ
、
キ
ツ
ネ
、

タ
ヌ
キ
、
ア
ナ
グ
マ
、
中
形
の
も
の
と
し
て
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
テ
ン
、
ホ

ン
ド
イ
タ
チ
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
イ
タ
チ
、
キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
ノ
ウ
サ
ギ
、
小
形

の
も
の
と
し
て
ス
ミ
ス
ネ
ズ
ミ
、
ハ
タ
ネ
ズ
ミ
、
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
、
ア
カ
ネ

ズ
ミ
、
ホ
ン
ド
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
、
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
、
カ
ヤ
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
ネ

ズ
ミ
類
、
キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
ヒ
ミ
ズ
、
コ
ウ
ベ
モ
グ
ラ
な
ど
の
モ
グ
ラ
類
、

キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
、
モ
モ
ジ
ロ
コ
ウ
モ
リ
、
イ
エ
コ
ウ
モ
リ
、
ユ
ビ

ナ
ガ
コ
ウ
モ
リ
な
ど
の
コ
ウ
モ
リ
類
が
い
る
。

イ
ノ
シ
シ
は
、
現
在
頭
数
が
非
常
に
多
く
、
山
間
地
で
は
農
作
物
の
被

害
が
多
発
し
て
い
て
有
害
鳥
獣
と
し
て
駆
除
が
行
わ
れ
て
い
る
。
イ
ノ
シ

シ
は
昭
和
三
十
年
代
ま
で
は
味
見
峠
か
ら
竜
ヶ
鼻
に
か
け
て
少
数
い
た
だ

け
で
あ
る
が
、
昭
和
四
十
年
代
以
降
に
急
増
し
た
も
の
で
あ
る
。
タ
ヌ
キ

は
平
成
時
代
に
入
っ
て
急
増
し
、
山
地
で
の
食
物
不
足
か
ら
人
里
に
降
り

て
き
て
す
み
つ
き
、
姿
を
見
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
た
が
、
平
成
十
三

年
ご
ろ
に
一
種
の
疥
癬
病
が
流
行
し
、
現
在
は
激
減
し
て
い
る
。
キ
ツ
ネ

は
も
と
も
と
少
数
で
あ
り
、
警
戒
心
が
強
い
た
め
人
目
に
触
れ
る
こ
と
は

第１編 自 然

54



少
な
い
。
ア
ナ
グ
マ
は
平
尾
台
方
面

に
多
い
。
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
今
の
と
こ

ろ
、
お
そ
ら
く
香
春
岳
の
群
れ
か
ら

離
脱
し
た
と
思
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る

離
れ
猿
で
、
雄
一
頭
だ
け
の
こ
と
が

多
い
。
香
春
岳
の
猿
は
す
で
に
金
辺

峠
近
く
の
香
春
町
谷
口
ま
で
遊
動
域

を
拡
大
し
て
お
り
、
竜
ヶ
鼻
は
目
前

に
あ
る
の
で
今
後
竜
ヶ
鼻
ま
で
分
布

を
広
げ
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ

る
。
勝
山
町
を
含
む
竜
ヶ
鼻
一
帯
は
石
灰
岩
地
で
地
形
は
険
し
く
自
然
林

に
覆
わ
れ
、
猿
の
生
息
地
に
適
し
て
い
る
。
ノ
ウ
サ
ギ
は
夜
行
性
で
あ
る

た
め
姿
を
見
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
町
内
の
す
べ
て
の
山
地
に
広

く
生
息
し
て
い
る
。
池
田
の
「
仙
助
さ
ん
」
付
近
で
見
た
も
の
は
体
毛
が

黒
色
で
あ
っ
た
。
飼
兎
が
野
生
化
し
た
も
の
か
、
交
雑
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
コ
ウ
モ
リ
は
平
尾
台
に
幾
多
の
鍾
乳
洞
が
あ
る
た
め
に
キ
ク
ガ

シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
や
ユ
ビ
ナ
ガ
コ
ウ
モ
リ
な
ど
の
洞
窟
性
の
種
類
が
多
い
。

注
目
さ
れ
る
種
類
に
ハ
ク
ビ
シ
ン
と
チ
ョ
ウ
セ
ン
イ
タ
チ
が
あ
る
。
い

ず
れ
も
外
国
か
ら
の
移
入
種
で
あ
る
。
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
も
と
も
と
南
ア
ジ

ア
か
ら
東
ア
ジ
ア
に
生
息
す
る
動
物
で
、
や
や
タ
ヌ
キ
に
似
る
が
、
鼻
筋

が
白
い
。
か
な
り
の
数
が
生
息
し
て
い
る
と
見
ら
れ
、
国
道
二
〇
一
号
線

の
松
田
付
近
で
は
よ
く
交
通
事
故
に
遭
う
と
聞
く
。
分
布
は
勝
山
町
に
と

ど
ま
ら
ず
平
尾
台
に
も
及
ん
で
い
る
。
チ
ョ
ウ
セ
ン
イ
タ
チ
は
本
来
ア
ジ

ア
大
陸
東
部
に
広
く
分
布
す
る
イ
タ
チ
で
ホ
ン
ド
イ
タ
チ
よ
り
体
が
大
き

く
、
体
は
明
る
い
茶
色
で
、
行
動
力
、
繁
殖
力
に
す
ぐ
れ
、
今
で
は
ホ
ン

ド
イ
タ
チ
を
平
地
か
ら
山
地
へ
と
追
い
や
っ
て
し
ま
っ
た
。
人
家
の
近
く

や
河
川
な
ど
で
昼
間
も
よ
く
見
ら
れ
る
。

県
下
で
は
イ
ノ
シ
シ
に
次
い
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
ジ
カ
）

の
増
加
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
山
地
に
植
林
し
た
樹
木
を
は
じ
め
山
間

部
の
農
作
物
を
食
い
荒
ら
す
か
ら
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
勝
山
町
へ
の
侵

入
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
近
隣
の
犀
川
町
に
は
多
数
生
息
し
て
い
る

の
で
将
来
、
本
町
へ
の
侵
入
も
考
え
ら
れ
る
。

２

鳥
類

地
形
が
山
地
、
平
野
、
丘
陵
、
河
川
、
溜
池
な
ど
と
変
化
に
富
ん
で
い

る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
部
分
で
異
な
る
種
類
の
野
鳥
を
観
察
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
町
内
全
域
、
野
鳥
は
多
い
が
、
特
に
上
矢
山
、
浦
河
内
、

宮
原
、
松
田
な
ど
の
山
地
山
麓
部
に
多
い
。
住
宅
地
は
ど
こ
も
緑
に
囲
ま

れ
て
お
り
、
野
鳥
の
好
む
実
の
な
る
樹
木
が
多
数
植
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
野
鳥
の
多
い
要
因
で
あ
る
。

表
１
―
７
に
本
町
で
見
ら
れ
る
主
な
種
類
を
あ
げ
た
。
表
以
外
に
も
本

町
を
通
過
し
た
り
、
一
時
滞
在
す
る
種
類
は
多
々
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
野

鳥
は
飛
翔
し
て
広
範
囲
を
移
動
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
一
般
的
に
は
近
隣

の
市
町
村
と
比
べ
大
き
な
特
徴
は
な
い
。

早
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
味
見
峠
か
ら
障
子
ヶ
岳
の
稜
線
を
歩
く
と
ウ

写真１―４４ タ ヌ キ
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留：留鳥＝一年中同一地域にいる鳥

夏：夏鳥＝春に南方の越冬地から来て繁殖し、秋にまた南方に飛び去る鳥

冬：冬鳥＝秋に北方の繁殖地から来て越冬し、春また北方に飛び去る鳥

旅：旅鳥＝北方の繁殖地と南方の越冬地を往復する渡りの途中、春秋だけに現れる鳥

表１―７ 勝山町で見られるおもな野鳥

区分

留

冬

留

冬

冬・留

留

冬・旅

冬・旅

冬

冬

冬

冬

冬

冬

夏

留

夏

留

留

留

留

冬・留

留・冬

留

冬

冬

冬・留

冬

冬

留

冬

冬

留

留

和 名

キセキレイ

ハクセキレイ

セグロセキレイ

タヒバリ

ヒヨドリ

モズ

キレンジャク

ヒレンジャク

ミソサザイ

ルリビタキ

ジョウビタキ

トラツグミ

シロハラ

ツグミ

ヤブサメ

ウグイス

オオヨシキリ

センダイムシクイ

セッカ

シジュウカラ

エナガ

ゴジュウカラ

メジロ

ホオジロ

カシラダカ

アオジ

カワラヒワ

マヒワ

シメ

スズメ

ムクドリ

ミヤマガラス

ハシボソガラス

ハシブトガラス

科

セキレイ科

ヒヨドリ科

モズ科

レンジャク科

ミソサザイ科

ヒタキ科

シジュウカラ科

ゴジュウカラ科

メジロ科

ホオジロ科

アトリ科

ハタオリドリ科

ムクドリ科

カラス科

区分

留

夏・冬・旅

夏

夏

夏

夏・留

留・冬

冬

冬・留

冬

冬

冬

冬

留

冬

夏・旅

冬・留

留

留

留

冬

留

夏・留

留

冬

冬・旅

冬・留

夏・旅

留

夏

夏

留

留

留

留

夏

夏

夏

和 名

カイツブリ

ゴイサギ

ササゴイ

アマサギ

チュウサギ

コサギ

アオサギ

マガモ

カルガモ

コガモ

ヒドリガモ

オナガガモ

キンクロハジロ

トビ

ハイタカ

サシバ

ハヤブサ

コジュケイ

ヤマドリ

キジ

クイナ

バン

タマシギ

シロチドリ

タゲリ

タシギ

キジバト

ホトトギス

フクロウ

アオバズク

ヨタカ

カワセミ

アオゲラ

コゲラ

ヒバリ

ツバメ

コシアカツバメ

イワツバメ

科

カイツブリ科

サギ科

ガン・カモ科

ワシタカ科

ハヤブサ科

キジ科

クイナ科

タマシギ科

チドリ科

シギ科

ハト科

ホトトギス科

フクロウ科

ヨタカ科

カワセミ科

キツツキ科

ヒバリ科

ツバメ科
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グ
イ
ス
の
多
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
ウ
グ
イ
ス
の
雄
は
早
春
か
ら
縄
張
り
を

さ
え
ず

守
り
、
雌
を
求
め
て
囀
り
始
め
る
。
子
育
て
の
中
の
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
は
縄

張
り
宣
言
で
あ
る
と
と
も
に
雌
に
安
全
を
知
ら
せ
る
も
の
で
あ
り
、
人
が

巣
に
近
づ
く
と
ケ
キ
ョ
・
ケ
キ
ョ
と
鳴
き
方
を
変
え
る
。
こ
れ
は
谷
渡
り

と
呼
ば
れ
る
鳴
き
方
で
あ
る
が
、
実
は
雌
に
危
険
を
知
ら
せ
る
も
の
で
あ

り
、
危
険
が
な
く
な
る
と
ま
た
も
と
の
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
に
戻
る
。

本
町
に
は
た
く
さ
ん
の
溜
池
が
あ
る
た
め
冬
季
に
は
カ
モ
の
仲
間
が
多

く
飛
来
す
る
。
マ
ガ
モ
と
コ
ガ
モ
が
中
心
で
、
昼
間
は
人
を
警
戒
し
て
大

き
な
池
に
、
朝
夕
は
小
さ
な
池
に
も
飛
来
す
る
。
ま
た
、
長
峡
川
で
も
ヨ

シ
な
ど
の
草
陰
で
採
食
し
て
い
る
の
を
よ
く
見
る
。
カ
モ
の
仲
間
は
九
月

末
か
ら
十
月
に
か
け
て
北
か
ら
飛
来
し
、
三
月
下
旬
に
は
帰
っ
て
い
く
。

カ
ワ
セ
ミ
は
長
峡
川
水
系
の

上
流
部
や
箕
田
の
大
池
な
ど
、

山
間
の
溜
池
な
ど
に
い
る
が
、

数
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
。

最
近
、
長
峡
川
や
各
地
の
溜

池
で
サ
ギ
の
仲
間
が
多
く
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
も
多

い
の
が
コ
サ
ギ
で
、
ア
オ
サ
ギ

が
そ
れ
に
次
ぐ
。
ほ
か
に
チ
ュ

ウ
サ
ギ
や
ゴ
イ
サ
ギ
な
ど
が
い

て
、
こ
れ
ら
も
増
加
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

か
つ
て
、
諫
山
付
近
で
ヤ
マ
セ
ミ
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
勝
山
中

学
校
近
く
に
は
ツ
ル
が
飛
来
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
数
十
年

前
に
は
お
そ
ら
く
竜
ヶ
鼻
付
近
で
非
常
に
大
き
な
猛
禽
類
を
猟
師
が
撃
っ

て
持
ち
帰
る
の
を
見
た
人
が
い
る
が
、
ツ
ル
や
猛
禽
類
の
種
類
は
は
っ
き

り
し
な
い
。

３

は
虫
類

県
内
に
普
通
に
生
息
し
て
い
る
種
類
ば
か
り
で
特
筆
す
べ
き
も
の
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。
主
な
種
類
は
、

カ
メ
科＝

イ
シ
ガ
メ
・
ク
サ
ガ
メ
、
ス
ッ
ポ
ン
科＝

ス
ッ
ポ
ン
、
ヤ
モ

リ
科＝

ヤ
モ
リ
、
ト
カ
ゲ
科＝

ト
カ
ゲ
、
カ
ナ
ヘ
ビ
科＝

カ
ナ
ヘ
ビ
、

ヘ
ビ
科＝

ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
・
ヤ
マ
カ
ガ
シ
・
ヒ
バ
カ
リ
・
ジ
ム
グ

リ
・
シ
マ
ヘ
ビ
・
カ
ラ
ス
ヘ
ビ
、
ク
サ
リ
ヘ
ビ
科＝

マ
ム
シ

マ
ム
シ
は
イ
ノ
シ
シ
の
増
加
に
よ
り
少
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、

各
地
に
「
マ
ム
シ
谷
」
と
か
「
マ
ム
シ
池
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ

り
、
今
な
お
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ヘ
ビ
で
あ
る
。
湿
地
に
と
ど
ま

ら
ず
山
頂
部
ま
で
広
く
分
布
し
て
い
る
。
カ
メ
の
仲
間
は
溜
池
を
中
心
に

結
構
た
く
さ
ん
生
息
し
て
い
る
。

４

両
生
類

両
生
類
は
六
科
一
二
種
が
生
息
し
て
い
る
が
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
を
除
い
て

減
少
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
は
過
去
に
お
け
る
農
薬
の
使
用
が
大
き
な
要
因

で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
湿
地
、
湿
田
、
溜
池
な
ど
の
基
盤
整
備
や
河
川

写真１―４５ アオサギ（左）とチュウサギ（右）
（長峡川）
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の
改
修
な
ど
に
よ
り
、
産
卵
や
成
育
に
適
し
た
環
境
が
失
わ
れ
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。
減
少
の
傾
向
は
全
国
的
な
も
の
で
最
も
身
近
な
動
物
で

あ
っ
た
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
で
さ
え
今
で
は
絶
滅
危
惧
種
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
ウ
シ
ガ
エ
ル
は
食
用
蛙
と
し
て
移
入
さ
れ
た
種
類
で
体
が
大
き
く
溜

池
、
河
川
、
水
田
に
広
く
生
息
し
て
い
る
。
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
の
オ
タ
マ

ジ
ャ
ク
シ
が
水
深
の
浅
い
水
温
の
高
い
場
所
で
な
い
と
成
育
で
き
な
い
の

に
対
し
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
の
幼
生
は
深
い
溜
池
や
河
川
で
も
成
育
で
き
、
し

か
も
幼
生
の
状
態
で
も
越
冬
で
き
る
な
ど
環
境
へ
の
適
応
能
力
や
繁
殖
力

に
す
ぐ
れ
た
蛙
で
あ
る
。

種
類

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
科＝

ブ
チ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
イ
モ
リ
科＝

イ
モ
リ
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
科＝

ヒ
キ
ガ
エ
ル
、
ア
マ
ガ
エ
ル
科＝

ア
マ
ガ

エ
ル
、
ア
カ
ガ
エ
ル
科＝

ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
・
ウ
シ
ガ
エ
ル
・
ヤ
マ
ア

カ
ガ
エ
ル
・
タ
ゴ
ガ
エ
ル
・
ツ
チ

ガ
エ
ル
・
ヌ
マ
ガ
エ
ル
、
ア
オ
ガ

エ
ル
科＝

シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ

エ
ル
・
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル

特
筆
す
べ
き
は
上
河
内
の
奥
山
川

上
流
域
と
矢
山
の
上
矢
山
川
上
流
域

の
ブ
チ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
と
そ
れ
ぞ

れ
の
山
間
部
に
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
が

生
息
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ブ
チ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
体
長
約

一
〇
�
、
体
は

褐
色
な
い
し
灰

褐
色
で
全
体
に

黒
褐
色
の
斑
点

が
あ
る
。
上
流

域
の
水
溜
ま
り

や
ゆ
る
や
か
な

流
れ
の
中
に
産

え
ら

卵
す
る
。
し
か
し
、
外
鰓
の
あ
る
幼
生
は
見
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
成
体
を

見
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
成
体
は
落
葉
や
石
の
下
な
ど
に
潜
ん
で
い

て
水
中
に
い
る
こ
と
は
な
い
。

五
月
下
旬
か
ら
六
月
ご
ろ
、
蛙
の
よ
く
鳴
く
夜
間
に
浦
河
内
の
池
口
橋

か
ら
長
峡
川
沿
い
に
上
流
の
宇
土
橋
付
近
ま
で
歩
い
て
み
る
と
、
わ
ず
か

一
・
三
�
の
距
離
で
あ
る
が
地
形
や
標
高
に
よ
っ
て
水
田
に
生
息
す
る
蛙

の
種
類
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
広
谷
川
の
合
流
点
付
近
ま

で
は
ア
マ
ガ
エ
ル
が
中
心
で
、
そ
れ
に
ツ
チ
ガ
エ
ル
、
ヌ
マ
ガ
エ
ル
、
ト

ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
が
混
ざ
る
の
に
対
し
、
城
下
橋
付
近
か
ら
は
そ
れ
ら
の
蛙

が
減
っ
て
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
が
加
わ
り
、
宇
土
橋
付
近
で
は
ほ

と
ん
ど
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
。

シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
は
ア
マ
ガ
エ
ル
に
似
て
緑
色
で
あ
る
が
、

体
は
ア
マ
ガ
エ
ル
よ
り
大
き
く
、
ま
た
、
鳴
き
声
は
一
層
甲
高
い
。
水
田

に
水
が
入
る
と
出
て
き
て
畦
の
く
ぼ
み
や
草
に
あ
わ
状
の
卵
の
か
た
ま
り

写真１―４６ ブチサンショウウオ（福智山産）

写真１―４７ トノサマガエル（上）
とヤマアカガエル
（下）（上河内）

第１編 自 然

58



を
産
む
。

５

魚
類

勝
山
町
内
の
河
川
で

は
ほ
と
ん
ど
の
部
分
が

ブ
ロ
ッ
ク
で
護
岸
さ
れ

て
お
り
、
上
流
部
で
は

三
面
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
固
め
ら
れ
た
部
分
も

少
な
く
な
い
。
川
の
中

に
も
と
も
と
あ
っ
た
岩

石
は
取
り
除
か
れ
、
し

た
が
っ
て
ド
ン
コ
や
カ

ニ
な
ど
の
す
め
る
場
所

が
な
い
。
川
に
は
落
差

の
あ
る
堰
が
い
く
つ
も

あ
り
、
海
か
ら
遡
上
す

る
ア
ユ
や
ウ
ナ
ギ
な
ど

の
大
き
な
障
害
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
土
砂

の
堆
積
し
た
所
で
は
ツ

ル
ヨ
シ
、
マ
コ
モ
、
ヒ

メ
ガ
マ
な
ど
大
形
の
植

表１―８ 勝山町の魚類

地方名・生息地など

昭和２２年ごろまで初代川にいた

バラタナゴ・カネヒラ・ヤリタナゴなど種類

が考えられるが詳しくは不明

ニイガン 井尻川・溜池

ロウソ 井尻川・初代川

井尻川・初代川

井尻川・初代川

アブラバヤ 最上流域

ギンバエ・シラハヤ

アカバエ・ヤマソ、オイカワより上流にすむ

キンブナとギンブナがいる

ヘラブナ 長峡川下流

長峡川上流で放流している

河川・溜池

上流域の砂地

長峡川など

ギンギュ

初代川に少数いた

ライギョ 長峡川、池のコイを食べるという

ことで薬を入れたことがある。朝鮮・中国大

陸北部原産

ほとんどの河川・溜池 北米原産

溜池 北米原産

ヨツメ 昭和２０年ごろまで初代川にたくさん

いた

池尻など

溜池やクリーク

中・上流域

過去からの増減の度合 １．かつて生息していたが今は絶滅したか、それに近い種類

２．減少した種類

３．あまり変化のない種類

４．増加した種類

過去からの
増減の度合

１

１

２

２

２

１

３

３

３

１

３

３

４

２

２

２

２

１

２

２

２

４

４

１

２

３

２

和 名

スナヤツメ

アユ

タナゴ類

ムギツク

カマツカ

ウグイ

タカハヤ

オイカワ

カワムツ

ワダカ

フナ

ゲンゴロウブナ

コイ

ドジョウ

シマドジョウ

ナマズ

ギバチ

アカザ

ウナギ

メダカ

カムルチー

オオクチバス

ブルー・ギル

オヤニラミ

ドンコ

ヨシノボリ

カワヨシノボリ

科

ヤツメウナギ科

アユ科

コイ科

ナマズ科

ギギ科

ウナギ科

メダカ科

タイワンドジョウ科

バス科

クロマス科

スズキ科

カワアナゴ科

クモハゼ科

第２章 生 物

59



物
が
繁
殖
し
て
水
路
を
せ
ば
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
理
由

で
河
川
に
お
け
る
魚
類
の
生
息
環
境
は
あ
ま
り
良
好
と
は
い
え
ず
、
絶
滅

し
た
か
又
は
絶
滅
に
瀕
し
て
い
る
種
類
が
多
々
あ
る
。

灌
漑
用
の
溜
池
は
元
来
、
水
田
に
水
の
い
ら
な
く
な
っ
た
晩
秋
に
は
一

度
水
を
抜
き
、
翌
春
ま
た
水
を
溜
め
た
も
の
で
あ
る
。
水
抜
き
は
溜
ま
っ

た
水
を
新
し
い
水
と
入
れ
替
え
る
と
い
う
効
果
だ
け
で
な
く
、
一
年
間
に

溜
ま
っ
た
堆
積
物
を
排
出
す
る
な
ど
の
効
果
が
あ
っ
た
。
人
々
は
水
抜
き

を
し
た
際
に
出
て
く
る
コ
イ
、
フ
ナ
、
ウ
ナ
ギ
、
ハ
ゼ
、
エ
ビ
、
シ
ジ
ミ

な
ど
の
魚
介
類
を
採
っ
て
食
べ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
多
く
の

池
で
水
抜
き
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
流
入
し
た

堆
積
物
や
池
に
生
え
た
水
草
な
ど
が
夏
に
分
解
し
て
水
質
が
悪
化
し
、
魚

介
類
が
す
め
な
い
状
態
に
な
っ
た
池
も
あ
る
。

表
１
―
８
に
町
内
に
す
む
主
な
魚
類
を
あ
げ
、
魚
に
詳
し
い
人
々
の
話

を
参
考
に
し
て
過
去
か
ら
の
増
減
の
度
合
を
考
察
し
た
。

最
近
の
傾
向
と
し
て
川
や
溜
池
で
外
来
魚
の
オ
オ
ク
チ
バ
ス
（
ブ
ラ
ッ

ク
バ
ス
又
は
単
に
バ
ス
と
呼
ん
で
い
る
）
と
ブ
ル
ー
・
ギ
ル
が
急
増
し
て
い

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
は
町
内
の
す
べ
て
の
溜
池
に
い

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
種
類
は
コ
イ
や
フ
ナ
な
ど
の

卵
や
稚
魚
を
食
べ
る
の
で
従
来
の
川
や
池
の
生
態
系
を
こ
わ
す
種
類
と
し

て
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

長
峡
川
の
上
流
部
の
長
川
橋
付
近
や
浦
河
内
橋
上
流
部
な
ど
で
は
諫
山

小
学
校
や
第
三
保
育
所
な
ど
の
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
コ
イ
の
稚
魚
の

放
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。

〔
付
、
甲
殻
類
に
つ
い
て
〕

河
川
や
溜
池
に
生
息
す
る
甲
殻
類
に
は
次
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
。

ヨ
コ
エ
ビ
類
の
ニ
ッ
ポ
ン
ヨ
コ
エ
ビ
、
エ
ビ
類
と
し
て
ヌ
マ
エ
ビ
、
ミ

ナ
ミ
ヌ
カ
エ
ビ
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ
、
ス
ジ
エ
ビ
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
、
カ

ニ
類
と
し
て
サ
ワ
ガ
ニ
、
モ
ク
ズ
ガ
ニ
。

エ
ビ
類
は
農
薬
の
影
響
を
極
端
に
受
け
た
動
物
で
あ
り
、
一
時
期
河
川

か
ら
は
姿
を
消
し
て
い
た
。
し
か
し
、
近
年
少
数
で
は
あ
る
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
は
ウ
シ
ガ
エ
ル
の
餌
と
し
て

輸
入
さ
れ
た
も
の
が
逃
げ
出
し
て
繁
殖
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
基
盤
整

備
に
よ
っ
て
湿
地
や
水
田
地
帯
か
ら
は
姿
を
消
し
た
が
、
山
間
部
の
溜
池

に
は
今
な
お
か
な
り
の
数
が
生
息
し
て
い
る
。

三

無
脊
椎
動
物

１

昆
虫
類
の
概
説

無
脊
椎
動
物
に
つ
い
て
は
、
昆
虫
類
の
み
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た

が
、
昆
虫
類
に
関
し
て
も
こ
れ
ま
で
町
内
で
調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
な

い
の
で
、
ど
れ
だ
け
の
種
類
が
生
息
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
こ
こ
で
は
全
県
的
な
資
料
に
基
づ
い
て
馴
染
み
の
深
い
チ
ョ
ウ

類
、
ト
ン
ボ
類
、
セ
ミ
類
、
ホ
タ
ル
に
つ
い
て
の
み
取
り
上
げ
る
こ
と
に

し
た
。

県
内
で
は
チ
ョ
ウ
類
約
一
〇
〇
種
、
ガ
類
約
二
二
〇
〇
種
、
コ
ウ
チ
ュ
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